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7im 英士 (地獄谷野猿公苑 )
志田前原のはlt,Fly-川流域に生息するニホンザル4
酢のうち,今年度は主に ,B2群とC酢の個体カー
ドの作成を目的とした｡
B2群は近年食害を起こしており,食告防止の
ため,威かく,追い上げ作美を行っている｡威か
くの効果が出て来ただけ,サルは人を見ると逃げ
るようになってきている｡木調充においても,描
雪防止の方を優先させたので,放頭のオスの個体
識別ができただけで,以前から偶作識別してある
オトナメスのTf否や山蕗ミ引こついては椛詔ができ
なかった｡
C群については大部分の胴体の旧作カードを作
成した｡
かつてはだ,rlJ川流域の各即にいたことのある個休
識別されたオスについても偶作カードを作成し,
各オスがいつどの耶れにいたか,記録ぎ詫即した｡
作成したカードは約400枚である｡
抹 屈 3
ヤクニホンザルの自然群における食をめぐる群
内競争の社会生態学的研究
丸橋珠樹･大井 徹(京大 ･詔長研)
昨年度の共同利用研究では,屋久島国別岳西斜
面の照葉樹林に互いに遊動城を隣接して生息する
アルク群と本山A群との問には,企物メニューや
ー41-
